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武蔵野美術大学キャンパス (設計 :芦 w原義信 撮影 :武蔵野美術大学 2011年 )



正F](1968年 )

デザイン棟 2階よリアトリエ棟を見る

本館 (1号館)(1968年 ):1階の内部的外部空間

武蔵野美術大学キャンパス計画

(設計 :芦原義信、1964～ 1991)

武蔵野美術大学キャンバス計画は、芦原義信が 1964年から17年もの長き

期間にわたり携わった建築である3 RC造の正門をくぐると、なだらかに延び

るアプローチが訪れる人を迎えるこ正面に見える本館 (1号館)に吸い込まれ

るように入ると、そこはメインの動線が交錯する"内部空間に浸透したような

外部空間"、 芦原流にいうならば「内部的外部空間」である。そして中央広場

に出ると、正面に図書館棟が見えるc当広場に面するのはもう一つの軸を構成

する「デザイン棟」と「アトリエ棟」cな かでも「アトリエ棟」は武蔵美術大

学鷹の台キャンバス計画の起点となった 1964年竣工の建物である。全体が

9600mm角 のクリゥト状の壁で構成されたモダンな建築フォルムは耐震改修工

事を経て今でも健在で、静かな停いにこれまで多くの学生に愛されてきた歴史

が感じ取れる[

キャンバスという多様な複合性を統一するために至る所に点在する"余白"。

それらが醸し出す空間の心地良さ.ま さに見事な空間のシークエンスである。

これら「図」と「地」が反転する時、当初のマスタープランが長いレンジを越え、

時空を超えて続いていく3

(文 :三上紀子 )

(撮影 :吉田誠)

○芦原義信  (1918…2003)建築家、工学博士、東京大学名誉教授、日本芸術院会員、aaca設立者

東京大学工学部建築学科卒業後、ハーバード大学大学院で修士号 (M.Arch.)取得。昭和 31年、芦原義信建築設計研究所 (後

に芦原建築設計研究所と改称)を設立。建築設計の傍ら、法政大学教授、武蔵野美術大学教授、東京大学教授を歴任。日本

建築家協会会長、日本建築学会会長を務める。建築作品は、東京オリンピック駒沢公園体育館・管制塔 (1964)、 銀座ソニー

ビル (1966)、 モントリオール万国博覧会日本館 (1967)、 国立歴史民俗博物館 (1972)、 東京芸術劇場 (1990)な ど多数。

著書に『街並みの美学』(毎日出版文化賞)、 『隠れた秩序一二十一世紀の都市に向って一』等。勲二等瑞宝章受章、文化勲章

受章など数々の賞を受ける。
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美術資料図書館 (1967年 )

デザイン棟 (8号館)(1967年 )

轟

体育館 (1967年 ) アトリエ棟 (1964年 ):1階 ピロティ 鷹の台ホール (1966年 )

表紙解説
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亦颯軋信生誕 100年を迎えて

饉鰊 者帥欠雛震 蝠隧能は 骰肱鞣

癖 朦 会委員長 飯 田 郷 介

黎 華麗なる一族 (後編)

戦後間もなく、芦原義信は、「復員してきて、本当に食うもの

もなく、どうしようかなというふうなことを考えましたとき、た

またま東京都の復興のコンペがありまして、それを一生懸命、

製図板がないので床にケント紙を張って書いたりしたのが、ど

うしたはずみか、びりっかすで入選いたしましたので、待てよ、

設計をやってみようかなあという感じになりました」
*1と
建築

家の第一歩をPHkみ出した。そしてこのコンペの後、後の新日本

製鐵 (現 。新日本住金)の八幡のヘルスセンターの仕事が舞

い込んだ。この八幡製鉄保健館 (1949)は、小さな三階建て

の戦後初めての鉄骨の建築であった。そして北代祀一郎の現

代建築研究所へ入所したがどうしてもアメリカに留学したいと

思い、昭和 25年 (1950)フルブライトの留学生試験を受験す

るがみごとに失敗する。しかし「捲土重来を期して、今度は

少し勉強して」翌年合格し、「『お前、どこへ行きたいか』と聞

かれたので、たしかハーバードというのは有名な大学だと思っ

たんで、ハーバードヘ行きたいといったら、そうかっていっの

でやってくれました」
辛1とハーバードの大学院へ入学した。戦

後日本からハーバード大学の建築学部へ入ったのは芦原義信

が初めてである。そして昭和 27年 (1952)羽 田から飛び立っ

たが、妻と二人の子供を置いての単身留学であった。留学

早々、教授にヨーロッパの建築スタイルを真似たスケッチを見

せたところ「『君は東洋の国からきた青年であり、ヨーロッパ

からの留学生ではない』独自で創造的であれと。模倣によって

価値は喪失するというわけです。日本の大学教育の場ではこう

した言葉は聞いたことがなかったので、これは強烈でした」
*

2と
建築家は自分の力で自分の発想で建築を構成してゆかなけ

ればならないということを繰り返し教えられた。この留学中の

苦労があまり語られていないが、建築史家村松貞次郎は、「ハー

バード大学デザイン学部大学院に学んだ彼の悲壮感と苦労は

リッカー会館 (現・Djwa銀座ビル 1963)
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並大抵のものではなかった、と思われるが、それをまったく表

わしていないところも、陽性・積極的な彼の人柄とやはりその

血によるものであると思われる」
*3と
芦原義信の人柄を語って

いる。

昭和 28年 (1953)ハーバード大学大学院を終了すると、マ

スター取得者は一年間アメリカで働くことができたので、かね

てからマルセル・プロイヤーの空間構成に非常に興味を持って

いた芦原は、ブロイヤーに手紙を出し、建築事務所へ入所し

た。一年たらずのブロイヤーの事務所勤務であった。そしてど

うしてもヨーロッパに行って建築を見たくなり、ロックフェラー

財団の奨学金に申請した。その面接で「どうしてもヨーロッパ

ヘ行きたいんだ。建築というものは本で読んでもわからない。

体で感じないとできないから、ぜひ行かせてくれ」という大胆

な答えに「なかなかいいこというじゃないか、それじゃ行きな

さい」とすんなり試験をパスして、フランスとイタリアに向っ

た。パリでは叔父藤田嗣治のモンパルナスの家に二ヶ月ほど滞

在し、「私は毎日この叔父の家を出て、十九世紀にオスマンに

よって整備されたこの美しい街、街路の両側には軒線から窓

の形まで整然とそろった石造建築が立ち並び、街路の要所要

所には歴史的な名建築が配されたパリ中を」
*2隈
なく歩き回っ

た。

そんなある日、マルセル・ブロイヤー設計事務所時代の友

人がコルビュジェのアトリエで働いていたので、その友人に頼

んでコルビュジェのアトリエを案内してもらった。あいにくコ

ルビュジェは、不在であったが、コルビュジェの仕事部屋を見

せてもらい。テーブルの上にたくさん散らばっていたコルビュ

ジェの描いた建築のスケッチなどを見ることができた。そして

コルビュジェが設計したマルセイユに建てられた集合住宅ユ

ニテ・ダビタシオンを見に出かけ「この建築はまさにプロポー

ションのよい巨大な彫刻であって、内部の空間や機能は外部か

香川県立図書館 (現・香川国際交流会館 1963) 岩波神保町ビル (1968)



芦原義信生誕 嗜◎0年を迎えて

ら極度にしめつけられているのではないだろうか」
*1と
、この

建築を人が住む住宅というよりも彫刻的であり記念碑であると

評している。

またイタリアでは、トスカーナ地方の中世の城郭都市シエナ

を訪れてカンポ広場を見て、またサンジミニアーノのチステル

ナ、ドゥオモの両広場を見て「この広場は家の『そと』である

か『うち』の居間の延長であるか分からない、あたかも『一軒

の大きな建築のような都市』あるいは『外的秩序のある街』と

いった表現がぴったり当てはまる都市の空間なのです。まさし

く私の異文化接触ですが、ここに4iんでわたしは発散的な日

本の木造建築の空間とまったく異なる空間にはじめて接し、な

んともいえぬ不思議な心のときめきを感じました。イタリアは

今でも私の最も好きな国のひとつですが、この時の経験は現在

にいたるまでずっと建築家たる私の思想の根幹を担っているよ

うに思います」
*2と
語っているが、この旅行は後の学位論文『外

部空間の構成』に向う最初の出会いであり、さらに『街並みの

美学』人繋がる極めて重要な旅となった。こうして最後にマル

セイユから、日本郵船の貨物船に乗って 40日 かかって帰国し

たが、すぐにお金がなくなり、パーサーからお金を借り、神戸

に着くとすぐ奥さんにお金持ってきてくれと電報を打ち、やっ

と下船できたそうである。なんとも大らかな時代であった。

昭和 29年 (1954)秋、「帰ってきて、さァ、どうしようか

な、これから何をしようかなと思って、丸ビルを歩いていると

き、中央公論の栗本和夫さんという専務にばったり会ったんで

す」
*4そ
して「ぉまえ、何してるんだ」と聞かれ「実はアメリ

カで勉強してきたんだけれども、どうしようかと考えていると

ころなんです」と答えると栗本和夫は、「実は中央公論がいま

70周年の記念にビルを建てることになっていて、清水建設に

頼んじゃったけれども、それなら、おまえ、案を持ってきなさ

い」と提案され、芦原は徹夜徹夜で設計案をつくって持って

行ったところ「お、これはいいじゃないの」と中央公論本社ビ

ル設計の仕事が舞い込んだ。中央公論社との縁は、兄の英了

が終戦直後の昭和 21年 (1946)4月 中央公論社に入社し、翌

年から「婦人公論」の編集長となり、昭和 28年 (1953)12月

まで勤めたことがあったが、不思議な縁である。そして中央公

論本社ビルが昭和 31年 (1956)10月 1日 に竣工すると、完成

したばかりの中央公論本社ビルの 7階の部屋を借りて芦原義

信建築設計研究所を創立した。たった 6人でのスタートであっ

た。

設計事務所を開設したが、「その次にやることがなくなって

困ったなあっていうときに、われわれの先輩で内藤亮一さんと

いう方が横浜市におられました。その方が当時建築局長をし

ておられまして、実はやることがなくて困っているんだといっ

て遊びに行った。『君、病院やったことあるか。』っていうから、

『いや、そんなものやったことはない。』と。『なかなかいいこ

とを言う、面白いね、君は。じゃひとつ病院やってみたらどう

だ。普通、なにかやったような歯ぎれの悪い話をするけど、全

くやったことないなんて言うのは面白いね。』」
*1と
実直な芦原

義信は幸運に恵まれ、横浜市の横浜市立市民病院の設計を依

頼された。ちょうど村野藤吾設計の横浜市庁舎の工事が進ん

でいた頃である。横浜市立市民病院も無事竣工してその出来

栄えに喜んだ内藤亮一から、更に山形県立中央病院の仕事を

紹介され、事務所の仕事が段々と増えていった。更に中央公

論社が岩波書店を紹介してくれて、以後、岩波書店のビルは

独身寮から営業部、本社屋、神保町ビル、アネックス、新館

まで仕事が続いた。

出典

*l F建 築空間の魅力 私の体験J芦原義信著 彰国社
*2F建築家の履歴書」芦原義信著 岩波書店
*3「正統なモタニズムの継承者」村松貞次郎 F日本現代建築家シリーズ0'新建築社
*4『日本現代建築家シリーズ0 芦原義信J新建築社

写研本社ビル (1972)
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岩波書店本社ビル (1970) 岩波書店一ツ橋方U館 (1986)



儡釉蜀漑雑儡

熙鶉綺鯰晰蝙儡贔 洟眈埒鰊?馘熔

1990年 10月発行の当協会会報 4号からスタートした「時代

の華一輪J。

その発案者は建築家 :柳澤孝彦氏 (当時協会理事 。広報委

員長)です。

氏は会報 4号の 【「時代の華一輪」のスタートに際して1に

以下のような想いを寄せられています。

「時代とともに人々の心が千差万別のカタをつくり建築や美術

や工芸の分野が相互に有機的な関係を持ちながら、総合化され

た芸術の運動として時代の華を咲かせてきた。現代にもこのよ

うな時代の華を咲かせようと、会員諸氏がデザインや都市の幸

を語る場としていきたい。」

このコンセプトを継承し、そうそうたる当協会会員の方々の

寄稿によって今もなお続く「時代の華一輪」は、当協会の独自

性を象徴するシンボリックなタイトルといえます。

会報のバックナンバーを辿っていくとそれはもう実に様々な

広報委員会

変化にとんだタイトルを目にすることができます。建築・都市・

絵画・彫刻・旅行・風景。素材や技法・… さすが建築、美術、

工芸分野の方々が一堂に会する当協会ならではのコラムと改め

て実感いたします。

これからも「時代の華一輪」の多種多様な伝統を継承し、更

に魅力あるものとするために当協会会員の方々の積極的で自由

なご寄稿に大いに期待したいと思います。

日本建築美術工芸協会創立30周年の今年、会報も前号で 80

号となりました。

会報 80号の節目を迎え、長きに渡って自由多彩な想いを語

り続けてきた「時代の華一輸」の原点を再認識する機会と捉え、

同時にこれからの「時代の華一輪」のますますの躍動への再ス

タートの機会にもしたいと思います。

そこで以下に2011年以降に掲載された「時代の華一輪」の

タイトル・寄稿者名と、原点となる柳澤孝彦氏の「時代の華一輪」

全文を掲載いたします。

(構成 :田島一宏)

[60号]2011年 9月

永遠のミケランジェロ   神谷ふじ子

[621号]2012」
=8月

感じること、学ぶこと   山本  誠

[63→号]2012`=11月
壁画のいのち       杉本  充

[68号 ]2014年 7月
Power of Art

[69号 ]2014年 11月
周核」と空間

空間に絵を描くように

[70疑珂 2015`羊 3月

自の色彩からMAZ10RAヘ

軽やかな空間と素材力

[71号]2015年 7月
汚れないマンネリズム

私の創作活動

ニューヨーク展覧会について

[72疑月 2015`=11月

〈時空間〉をテーマに

[73り号]2016」羊3月

末来のファイバー・ワーク

アートは楽しい

[74弓手]2016イ手7月

私の木版画展

美津島徳蔵一画廊ビルを舞台に

[75号]2016年 11月
芸術的な焼物文化を歴史に刻む仕事

常松 欽治
「空間」としての彫刻    田中 ショウ

[76号 ]2017年 4月
何故こんなにも心惹かれるのか

置鮎早智枝

まだまだ。・・未々・・。そしてこれから

吉野ヨシ子

―土に魅せられて一    小野寺恵美

[77責月 2017`=7月
岡本雪子作品展 +賢   岡本  賢
再会Ⅲ一久しぶりのクラス会展

中野恵美子

小野寺優元

正

美蒸ユ

屋

柳

席

音
同

仕事への思い

織物とコンピューター   中野恵美子
グラッフィード技法を使った壁面

谷口千恵子

[64号 ]2013年 3月
ボタニカル・アート考   石塚 ―男
作品を生む環境、素材・技法、ファンタジー

信ヶ原良知

素材と技法への挑戦    鈴木 法明

[65弓手]2013イ羊7月

陶芸家として       伊藤 五恵
横浜のステンドグラス修復

平山 健雄
MITS∪ OF∪KADA    深田 勝江
STEIN WASSER∪ND ERDE2013

[78責珂 2017`羊 11月

「パリ・シナジー展」   平山
建築家たちのスケッチ展  山本

島田 恭子

井上 勝江

甲谷  武
大河内久子

河村純―良Б

櫻井 孝美

高橋 幸子

中野 献―
山崎 和子

小泉 伸子
川原  昭

香川  亮

天方 光彦
古後 信二

雄

介

健

俊

素材 。現代の様相‐次への制作‐

大島由美子
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時鷺の購姜輪

「時代の華一輪」のスタートに際して

年々歳々花相似たり、歳々年々人同じからずというごと

く、四季を確実に繰返してきた自然の営みの姿は、有史前

から変わってはいない。しかし人々の心は、その人々の,とヽ

の数と、生きている刻々の希1那や月日の時間の積だけ無数

に千差万別の貌をつくってきた。それらは時に、芸術とし

て時代の貌をつくることもあった。その時芸術は、時代の

華のごとく咲き乱れるものであった。ルネッサンスや、アー

ルヌーボーやセセッションの時々に一。

それらはいずれも、建築や美術やそして工芸の分野が相

互に有機的な関係を持ちながら、総合化された芸術の運動

として、めくるめく時代の華を咲かせてきた.

現代にもこのような時代の華を咲かせようと、建築美術

工芸協会の活動がいよいよ活発化している昨今、本号はい

わば現代の華一輪ずつを持ち寄った特集とでも言うべきも

のとして、会員諸氏の「私と自然」「私と絵画J・ ・・「印象

に残るlnl景」「ある街角」「私と生活 J・ ・ 。といった思い入

れを「一枚の写真Jに寄せて語って頂こうというものである。

そして本号の特集をかわきりに、次号からは「時代の華

一輪J欄 として次々に会員諸氏に登場していただき、デザ

インや都市の華を語る場としていきたい。

そこで特集の表紙として、ウィーンに咲いた時代の華を

選ばせていただいた。ォットー・ヮグナー設計のアム・シュ

タインホフ教会を飾る、コロ。モーザの手によるステンド

グラスであるこコロ・モーザの確かな表現力は、新しい時

代へのデザインの息吹きを鮮烈な光で放射している。光の

背景には、あの′とヽときめくようなウイーン分離派の時代が

漂っているcク リムトが、シーレが、あのアルマのいたマー

ラーが、ココシュらが咲かせた華々は、陛紀末の落日のご

とき一瞬の輝きのようでもあり、それはまた来るべき時代

に射し込む光でもあったのだった。

(柳澤孝彦)

0横o VVa9neF,Kirche alll Steinhoi Prolekt 1904

(会幸晨4号から)
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魏諫漑 仁砒蒻傷核吻餞

翁鰺核鶯核 蘊輻隆腋扮蝙、やけ瘍鼈聰晰塚鯰憮瑕蝙
彬

くプロフィール>
1929年東京生まれ。1953年千葉大学工

学部建築学科卒。同年通産省工業技術院

工芸試験所技官。1957年 (株)剣持勇デ

ザイン研究所チーフデザイナー。1971

年同代表取締役、1977年社名変更によ

り (株)剣持デザイン研究所代表取締役、

現在に至る。

広報委員会では、日本建築美術工芸協会の会員で株式会

社剣持デザイン研究所の所長をされている松本哲夫氏から

お話を伺いました。松本氏は日本建築美術工芸協会の前身

である日本建築美術工業協会の時代から関わられてこられ

た、協会にとっては一番歴史ある会員のお一人です.松本

氏からは、協会の歴史、剣持勇先生との出会い、芦原義信

先生とのお仕事など多方面にわたって楽しいお話を伺うこ

とができました。

一松本哲夫所長は、剣持デザイン研究所でホテル日航サイ

バン、京エプラザホテルなど数多くのインテリアデザイン

を手掛けられ、変わつたところでは」ALジ ャンボジェット

ファーストクラスのラウンジや」R東 日本・JR東海新幹線電

車、特急電車のデザインなど幅広く活躍され、毎日デザイ

ン賞や日本インテリアデザイナー協会賞など数多くの受賞

をされています。まずは建築の道に進まれたあたりから、

お話しを伺いました。

私の父親は伊勢の宇治山田出身で、母親は四谷見附にあっ

た材木屋の長女で、私は、男 3人、女 3人の長男として東

京の駒込で生まれ育った。東京都立第九中学校 (現・都立

北園高校)に入学した時は、学校は当時珍しい鉄筋コンク

リート造りで、暖房はスチーム暖房、 トイレは水洗でびっ

くり仰天した。

昭和 4年生まれで、軍国主義教育を受け、純粋培養軍国

主義者だった私は、戦争中は戦闘機の設計をやりたかった。

しかし敗戦で、造船学科も航空学科もなくなり、日標がな

くなって、東京の家は焼失して、どうやって生きようか、

何をやろうか困っちゃった。日建設計の林昌二も私と全く

同じで、当時一高にいた彼は、工学部へ行って軍艦や飛行

機の設計を目指していたが日標を失った。そして周りのだ

れかが「設計だとこれからは建築かな」と言うものがあり、

林昌二は、建築を目指したc
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広報委員会インタビュー

私は、一年先輩に建築の設計に関わっていたのがいたの

で、のぞいてみたら面白そうだなと思った。そこは大江宏

建築設計事務所だったが、現れた大江宏は、かっこよかっ

た。大学は、早稲田大学も受かっていたが入学金がめちゃ

くちゃ高くて払えないので、国立の千葉大学工学部建築学

科に入った。

大学時代は、大江宏が設計した法政大学の工事現場には、

よく見に通ったc大学三年の夏休みには、 (初代)銀座ヤマ

ハビル (ア ントニン・レイモンド設計、1951年 )の現場に

アルバイトに行き、コンクリー ト打ちを体験した。一度や

ると全部覚えた。学校へ行くよりも工事現場のほうが勉強

になった34年の時には、新丸ビルの現場でアルバイトした

が、現場って面白い、いろんなことを覚えた。

一松本哲夫所長は、剣持勇先生から乞われて剣持勇デザイ

ン研究所 (当 時)に入所されましたが、剣持先生との出会

いなとについてお話を伺いました。

1953年 (昭和 28年 )千葉大学を卒業したが、朝鮮戦争が

終わりかかっていた時期で仕事がなくなり、建築設計事務

所はどこもとってくれなかった。3月 の初旬、大学へ行った

ら、通産省の研究所は、本がいっぱいあるから給料をもらっ

て本が読めるぞと紹介され、出向いていくと、ちょうど面

接試験があり、 ドイツエ作連盟について知っていることが

あればしゃべってくれと言われ、勉強したことなので、知っ

ていることをしゃべくりまくったら、もういい、おしまい

と帰された。不合格と思ったら合格し、商工省工業技術院

産業工芸試験場に入所した。



鼈代の晰―輪

当時の部長が尖1持勇だった。私が入所した時、剣持部長

は、第 3回 アスベン世界デザイン会議に初の日本代表とし

て海外出張中であった。アメリカ帰 りの蝶ネクタイをした

剣持に最初にあった印象は、きざな奴だなと思った。最初

は嫌いだったけど、いつに間にか馬が合うようになったこ

剣持部長の ドで最初の仕事は、アメリカ・カナダ国際見

本市に向けた日本商品見本市のためのノックダウン方式の

ショー・ルームを手掛けた。面白かった、そして頑張った

ところ、以後展示の仕事をたくさんやらされた[そ の後、

装備意匠係という部門で、家具のノックダウンのll究 テー

マを自分で決め、素人でも組み立てられるようなジョイン

トを考える 4年間だったc

剣持部長が 1955年 (昭和 30年 )工芸試験所を突然辞職

した。奥さんにも話さずやめたので奥さんも驚いていた。

組織をやめる人は人抵仕事を持ってやめるが、剣持はそれ

をやらなかったからゼロからのスター トで人も雇えなかっ

たcそのうち剣持から声がかかり、試験所の仕事を終えて

から、青山の事務所で夜のテーフデザイナーとして働き、

試験所勤務との二足の草 I.・ の生活が暫く続いた。そして給

刑も払えるようになったので、また建築を勉強した人間を

手元に置いておきたかったようで、剣持から誘われて 1957

年、剣持勇デザイン研究所に入所した。私も役人になる気

は、もうとうなかったので。

一食i詩勇先生は、東京嵩等蓮書学校 (千葉大学
~l‐

学部の前

身)本材皿警科を事業後、商工雀皿書指導鸞 (当時磯台)
に入所、数多くの家具デザインを手推》けられました.ブ
ループ `タ ウ トが五書指導所‡こ在難 した折は、剣持先饉

は、直接指導を受け、後 :こ F畿纏家具J(穣 模書麗 1040
年)を 著した日本の家具デザイナーの事分け的存在です。

その貪1持先生のお人構、エピソーードなど個いました。

剣持は、アメリカに 2回 も行き、チャールズ・イームズ

などとも友達になリアメリカのデザイン業界を見て、日本

もいずれそうなると考えて独立したと思う。だから、イン

テリアデザイナー協会や日本インダストリアルデザイナー

協会 (JIDA)な どのインテリアデザイナーの団体を創った。

また剣持は、建築家との付き合いは非常に多かった。語

学力がイく十分なのに、ブルーノ・タウトをあちこちに案内

したり、シャルロット・ベリアンとか、だれでも友達になっ

ちゃう。

それから、真夏ランニング姿で仕事をしていた時、ボー

ナスをあげるというので剣持所長室へ行くと剣持は真夏だ

というのにスーツにネクタイといういで立ちで、「なんだそ

の恰好は、ちゃんと上着を着てネクタイを締めて来い」と

言われ、ネクタイを一人が持っていたので、順番にネクタ

イを締めて、順番にボーナスをもらったことがあるがアメ

リカナイズされた人だった。

日本楽器製造カリフォルニア国際見本市出品展示周ノックダウン方式のショールーム (松本哲夫デザイン)。 1日・銀座ヤマハビル1階での内覧会

- 20,8 7θ
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一AACAと の関りについて伺いました。

日本建築美術工芸協会の前身である任意団体日本建築美

術工業協会が 1968年 に設立されたが、メーカーの方々が正

会員で、建築家やデザイナーは協力会員だった。剣持も協

力会員として参加していたので、剣持が会議に出席できな

かった時は、私が出席したことがあったが、あまり記憶に

残っていない。そして芦原義信先生が文化庁に強かったの

で、芦原義信先生を中心に 1988年、文化庁所管の社団法人

日本建美術工芸協会が設立された。当時の協力会員の方々

がつくった団体で、協力会員と正会員との立場が逆転した。

アーテイストも建築家側だった。

設立の話があった時、立ち会ったが、芦原先生は会長と

してピッタリだった。協会活動の中で、入っているだけで

何もしていないが、もう50年の付き合いになる。

―芦原義信先生とご一緒されたお仕事について伺いました。

芦原先生とは、独立した当時からの付き合いで私は、「あ

しさん」と呼んでいた。霞が関ビル東京會舘 (1968年 )が

芦原先生との最初の仕事で、東京會舘とご縁があった芦原

霞が関ビル東京會館レストラじ
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さんが統括して、35階のレストランのインテリアを実1持事

務所が担当し、大きな宴会場は芦原事務所がやることになっ

ていた。

霞が関ビルができた当時は、日本で初めての超高層ビル

なので、まだ内装の制限についてはっきりした法律はなかっ

た。スプリンクラーはあるけれど燃えてはいけないという

程度の判断だったc燃えてはいけないので、そこで考えて

私はブロンズのエッチングをしたパネルをユニット化して

壁面に使い、天丼にはテクスチャーが欲しいのでブロンズ

パネル 30セ ンチメー トル角を使用し、バーカウンターの腰

もブロンズパネル、徹底的にブロンズを使った。当時ブロ

ンズは安かった。しかし、ベ トナム戦争が始まろうとして

いたので、私はメーカーに掛け合い、材料の銅などを早め

に抑え、値上がりする前に原材料を抑えることができた。

今でも忘れられない出来事だった。やったことがないこと

ばかりやった。

また、剣持が見てきた宮脇愛子の個展で、金属でつ くっ

たパイプがびっしりつまったようなマケットの作品がなか

なか面白いということで、レス トランのスクリーンとして

制作した。水平なパイプを覗 くと外の景色がパイプの内側

に反転して写るので面白かった。最後は人宴会場も手掛け

ることになった。

霞が関ビル東京會舘レストラン ブIIンズのエッチングパネル



時代の鬱―儡

―芦原轟信生誕100年記念「美味しい美術館散歩Jでご一緒

していただも`た国立歴史民俗博物館の展示計画をご担当さ

れた当時のお話を伺いました。

なかなか大変だった。一年間くらい歴史展示を行うため

に、歴史学者たちが集まってデイスカシヨンするわけです。

それを聞いていろと言われて、その会話をもとにイメージ

スケッチを出してくれと言われた。

大正デモクラシーの時代に軍縮が始まるのです。そして

関東大震災以後軍人がまた政治の中に出てくる状況になっ

ていき、戦争への道が始まると私が発言すると、歴史学者

の色川大吉 (日 本近代史)か ら「松本さんそれはダメだ。

それは松本さんの歴史観であって、それは歴博にはだめで

す」と言われた。あくまでも客観的な事実を並べていって、

それを見た人が自分の歴史観をつくっていく。だれかがつ

くった歴史観はだめと言われちゃってね。なるほどなと思っ

た。館が一定の思想の下に展示してはだめだというのが井

上光貞 (歴史学者、初代館長)の方針だった。一年間、最

先端の考古学者、歴史学者や民俗学者の議論は面白かった。

色々と勉強になった。面白かったです。

色川大吉は、スキーの好きな先生だった。講演を頼まれ

ると雪のある時期にしてくれと、一日スキーをしていた。

デザインをやっている現場を見るのが好きな人だったから

剣持事務所にもよく遊びに来た。

私が任された展示計画は、どこに何を持ってくるかが我々

の仕事で、映画セットのような細かい展示計画は、展示業

者の トータルメディアの仕事で、私は基本設計だと主張す

ると、一部からこれは展示デザインではないと言われたの

で、すべて引き上げると言ったら、井上光貞氏から「ちょっ

と待って、あずからせて欲しいJと 言われ、ものの組み立

てだけは OKを もらった。

玄関のアプローチには、一定の高さにブラウン管を並べ

て、波が押し寄せるような画像を流した。 (注 :現存せず)

我々の時代は不思議だった。インテリアといっても卓分

けだった。

まさに松本所長は、日本のインテリアの世界を攀写|さ れて

こられました。そして松本所長が中′かになって剣持勇め作

品集 (実J持勇の世界)(河 出書房新社)を まとぬられまし
たの特に第四分鸞の年講 鑢記録は、貪1持先生命誕生前の

穐00電 年から亡くなわれた観97電 年までの剣持勇先生の軌跡に

加え、建築 。デザイン界の動向、文化 。社会動向まで記載

され、大変賣重な資料となつています。

|  ・ ■||1憚
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子供のころからものづ くりが大好きで、特に大きな作品

によって空間を変える力をもつ彫刻に興味をもち始めたの

は小学生の頃、当時ベッドタウンだった住宅地の周辺は緑

が多くの残っていて、その森の茂みをくり抜 くようにつ く

られた公園を発見したのが始まりでした。その公園の遊具

というのは木や蔓などすべて自然物でつくられていて月日

が経つ中で変化してゆく、自然の中に人の手がいい感じに

加わったものでした。その公園が近所に住む彫刻家の作 r〒 !

と知ったのはそれからだいぶ先のこと。

バブルヘ向かっていた当時はアートを日常にという活動

が広がっていた頃で、キャンプ好きの家庭で育った私は観

光地に建つ美術館に連れて行ってもらうのが楽しみでし

た。美ヶ原高原美術館や箱根の彫刻の森美術館といった存

在は、こんなに大きな創造物を自由につくれる職業がある

のだと子供に錯覚させるには十分でしたcその後、美大を

出て芸術家として続けてゆくにはどうすべきかという恒例

行事を体験するも、順調な活動と相反するように生じるア

イデアの枯渇、さらに優秀でクリエイティビティにあふれ

た人達が表現活動を辞めてゆく現実、作品をつくろうとす

ればするほど息苦しくなる実感、私にとってアート界は酸

素の少ない高価な水槽だと感じた時、そこから出て大海原

を泳いでみようと思うようになりました。

アートという言葉から自由になること

歴史の記述や表現の流行という側面ばかり気になってい

たのはマーケットに対する視野の狭さだったように思いま

す。私はアートとされたものを消費させてゆくことに関心

があるのではない、さらに芸術文化を支援する立場でもな

い、むしろ別の役割があるものに対して「アートから学ん

だ既成概念を覆すエッセンスや奥深い物語を宿してゆくこ

とに関心がある」ということが明確になってからは、作品

づくりにあった創造的なプロセスをもっと楽しみ活かして

誰かの役に立てないだろうかと考えるようになりました。

多種多様なクライアントにかかわる建築の世界は私の視

野をひろげてくれました。

建築とアートは関わりの深いものですが、むしろそれを

必要としていないクライアントに提案する「策を練ること」

に面白さを感じました。世の中の価値が物質的なものやブ

ランド、その性能だけでなく考え方やストーリーといった

文脈に向かう時代への移行は、ビジネスフィールドで創造

12  111:●1111 2078 70 no 87

株式会社策卜術 代表取締役
日本建築美術工芸協会会員

高木久美

的発想力を試すという未知であるからこそ、その可能性を

感じたのです。

「より多くの人と、より永く、クリエイティブに生きること」

これにおいて私は美術家ではなく会社経営という道を選

びました。創造的な場に身を置くこと、それを継続させて

ゆく方法が芸術家でなく会社であったといえます。どちら

にせよ継続することは大変ではありますが、その先にいる

人が想像できて、社会との繋がりを感じられることは大き

い、今あるこの世界で誰かの為に目的をもって創造するこ

とは、きっと無駄ではないし、そこから生まれる新たな世

界を見てみたい、計画的に継続することを目的としている

会社の形は素晴らしいと思うようになりました。

クライアントやその先にいる人を想像しながら、コンセ

プトメイク、ストーリー立て、付加価値のあるアイデアや

サービスを目指した思考の先に美しいかたちが生まれると

したら、その一環である策略と技術は紛れもなくアートで

あるのだと。

日本の言葉でアートを語る「策 卜術」

アートの重要な意味は新しいものの見方に気づかされ、

違う角度から世界を眺められるようになったこと。その策

(サク)と術 (スベ)を一つの場として沢山の創造的な表

現ができる会社を目指し、今はプロジェクトに合わせ、あ

らゆる技術をもった職人さんたちと組んで仕事をしていま

す。場の変換や場の創造を使命とした活動をしていけたら

と考えながら、一歩一歩目の前のデイレクションに取り組

み、アートの源を社会の役に立たせてゅく活動を楽しんで

努めて行きたいと思っています。

30周年を迎えられるaacaの 中で正直何ができるかはわか

らないのですが、この策卜術をとおして化学変化の中継ぎ

ができるようなれたらと思いながら、皆さんから学ばせて

いただける機会を大切にしたいと思っております。

最後になりましたが昨年末、東條隆郎様、佐藤正徳様に

このようなお話をさせていただく機会があり、aacaへの入

会のご案内をいただきました。素晴らしい機会をいただき

ましたこと、この場をお借りして御礼申し上げます。今後

ともどうぞよろしくお願いいたします。



畿量濾鶉陽馨― 鱚

隋綺贔鱚翔瞼鰊Ч瘍辟務影瘍祠晰魃

ガラスという素材には、どんなイメージがあるのでしょう

か。ガラスの用途は、日用品、建材、化学器材、光学、美

術工芸品などさまざまです。ガラスの起源は紀元前まで遡

ることができますが、産業や工芸文化の中で発展していつ

た時代背景を持つ一方、ガラスが個人の作家のアート表現

の媒体として使われるようになったのは、長いガラスの歴史

から考えるとごく最近のことのように思われます。

私がガラスアートと出会ったのは、1997年 のアメリカで

す。当時、私は夫の留学に伴い、カリフォルニア州のバーク

レーという街に住んでいました。この地域には、1960年代

から始まったアメリカのスタジオ・ガラス・ムーブメントで

活躍したアーテイストたちやその門下生たちが活動の拠点

としていたこともあり、吹きガラスを中心としたガラスアー

トを学べる大学やスタジオがたくさんありました。用途が明

確なガラス作品だけでなく、とても抽象的なガラスの作品を

間近に目にすることができたのはとても幸運でした。1000℃

以上の'高温で溶かされたガラスを自在に操るアーテイスト

たちの姿に憧れ、義父や夫の勧めもあり、サンフランシスコ

州立大学 (SFSU)美術学部に編入し、ガラスと陶芸を専攻

しました。卒業後、家族の都合でハワイ州に引っ越すこと

になり、ハワイ大学マノア校 (UH)大学院のMFA(Master

of Fine Art/美術修士)プログラム、ガラス専攻に入学。卒

業後は、現地の高校や大学でガラスアートの指導をしなが

ら作家活動を続けていました。

大学院在学中の私は、インスタレーションの手法を使っ

て、ギヤラリーの台座に置かれたガラスエ芸品というガラス

アートの一般的なイメージをいかにして壊すかという挑戦

をしていました。展示室の可動式の壁と全く同じ手法で作っ

ガラスアーティスト

日本建築美術工芸協会会員

中嶋クミ

た壁に、光の屈折による効果が出るように成形したガラスや

鏡をはめ込み、壁の内側と外側に違う空間を作り出すことに

よって、作品とギャラリー空間の境を曖味にした作品、The

Galaxy。 溶けたガラスを溶岩に見立て、ハワイ神話に出て

くる火山の女神ペレを題材にしたビデオインスタレーショ

ン作 :キ II、 Caldera Tears。 日本庭国のようにガラスを床に配

置した ROYGBIVでは、ギャラリーの建築構造を生かして、

作品が一望できる 2階部分に Ursa Majorと いう全く別のタ

イトルプレートを配置することで、同じものでも見る (見え

る)位置によって見解が変わることを表現しました。総合

大学なので、専「 l科 日以外にアジア系アメリカ人の歴史や、

日本の茶道を学ぶ機会にも恵まれ、遠く離れた日本文化の

特異性や美しさを再発見できました。これらの経験は、今

の私の作品作りに大きな影響を与えています。

2011年 から作り続けているCriOustonsと いうシリーズ作

∴||は、日本庭園の庭石からヒントを得ています。素材には日

本の金沢で生産されている銀澄という素材をガラスに巻き

取って使用しています。このタイトルは英語の curious(好

奇心)と stone(石 )と いう二つの単語を組み合わせて、

私が作った造語です。シリーズ初期の作品 CriOustones～

Dialogueはハワイ州立美術館に所蔵されています。

今 年 の 3り ]、 銀 座 に あ る ギ ャ ラ リー ART FOR

THOUGHT(ア ートフォーソー ト)で開催した 2人展「共
振 :RESONANCEJで は、その進化系となる新作、箱庭シ

リーズを発表させていただきました。2014年 の本帰国後、

ガラスアーテイストとして続けていくか迷った時期もありま

したが、数々のご縁に感謝しつつ、これからも、ガラスアー

トの可能性を信じて活動を続けていこうと思っています。

ROYOBIV′ trsネ Va● I

The Cttaxy灼書5詳細

Tire Galsxy

籍,左・ ŔESF_lNANCE

ffi 2oll.to no.Bt 13



鰺鐵趙褥靡晰鐵瘍忽な不雉褥踪瘍褥隆綺鸞鶉膨

新制作展のスペースデザイン部にテキスタイルを素材と

した作品を出品しはじめた 1990年 頃から、コーディネー

ターの方々やアー トワークの会社に声をかけていただき、

ホテルや病院などのパブリック空間に作 ITlを 制作するよう

になった。

学生時代は家政学部でテキスタイルデザインを専攻して

いたが、デザイナーという職業は自分には合わないので、

美術の教員になって個人の制作を続けたほうが良いと思っ

ていた。中学・高校時代の恩師の画家としての活動や、作

品に向かう真摯な姿勢を見てきたからかもしれない。大学

で学んだ染色の中でも、布に直接パターンをプリントする

シルクスクリーンの技法は、版画のように市U作できる楽し

さがあった。そして、教員になることは制作を続けていく

手立てでもあり、前述の新制作展への出品は、母校の私立

中学校に職場を移って、ようやく制作するためのリズムが

できてきた頃のことだった。

美術館やホールなどの大きな空間への展示や、テキスタ

イルという素材での制作は、フレーム作品のような凝縮し

た世界を表現することとは異なり、周囲の空気も取り込む

ような作品づくりにつながっていくc平面作品でありなが
ら、半立体としての空間の把握が必要になってくるのでは

ないだろうか。そんなことを考えながら、空間に新たな空

気感を生み出すことができるような作品をつくりたいと

思っていた。設置場所の下見をしたり図面を読み取ったり

しながら制作するのは、デザイナーの仕事に近いものだが、

ひとりで作品に向かうだけではなく、どこかで社会につな

がっている新鮮さも感じていたのだと思う。

当初は、抽象的、幾何学的なパターンを色彩のグラデー

ションで表現したパネル仕立てのタペストリーを制作して

いたが、2003年 頃に捺染用のインクジェットプリンターの

展示会に偶然行き合わせたことから、自分が撮った写真を

プリントした布も用いるようになった。今は、小さなもの

はパソコンの印刷用プリンターで出力し、大きなものは写

真データをパソコンで加工して業者に外注している。それ

らの布と、自分で染色した透ける布や目の粗い布を重ねて

質感や色彩をつくり出すことが多い。

写真を用いるようになり、植物のように具象的なモチー

フで表現する作品が増えた。明暗も写真の中に存在する光

や影で表している。また、水や空や砂などの写真を、元が

何だったのかわからなくなるまで加工して、抽象的な表現

に変化させていくことも興味深い。注文制作の際、作品の

1■|■ |:■1 2078 7θ  no θ7

テキスタイル造形作家

新制作協会会員
日本建築美術工芸協会会員

雨山智子

一部に好きな植物や風景を入れて欲しいという要望が時々

あり、最初はびっくりしたが、その撮影のために出かけた

り植物を探し回ったりすることも、今は面白く感じている。

(写真 2の作品はクローバーを、写真 3の作品は地元の風

景写真を入れて欲しいという要望があった。)

専任教員の仕事は辞めたが、現在も高等学校の工芸の授

業を担当し、別の大学や専門学校でテキスタイルデザイン

の非常勤講師をしている。教えることで自身が立ち返る原

点は、必要な時間を積み重ねて自らの手で作品をつくり上

げていくことの大切さや、自分にしか表現できない世界を

見出すことではないかと思っている。どのように機械が進

歩しても、つくり手は人間であることを伝えていきたい。

展覧会での作品発表も続けてきているが、これからも新

たなことに取り組んでいけたらと思う。昨年の個展の際、

aacaの 会員の方が感想の中で「結界」という言葉をおっ

しやつた。これまでは、作品が存在する側の空気をつくる

ことに重きをおいてきたが、では作品の向こう側、あるい

は作品の中には何があるのか、最近はそんなことも思いな

がら制作している。

1玉川高島屋 SC
エントフンス

(2(106/1年 間展示 )

3蒲都市セレモニー
ホールとばね 崚l116)
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2個人部 (2o13)



箋量藩蒻レぶ彎 馘

繹馘 辟痣蛉鰤烙贔鯰隕膨鑽

「九龍半島の人達に取り、香港側で生れるか中国側で生れ

るかは大きな違いです。」九龍のお寺 Chi Lin Nunneryの

Redevelopment Committeeメ ンバーのジミーさんの言葉で

す。しかし中国から香港に入り込んでくる人々はいるもの

で、志蓮浮苑の前の丘にはいつしか住居が密集するように

なります。いわゆるバラックです。イギリスが中国に新界

を返還し、香港島・九龍を引き渡すにあたり、資本主義の

負の光景の解消が求められ、彼らは政庁が用意したアパー

トヘと引っ越して行きます。そしてお寺は、場所を移し建

て直すのです。20世紀最後のアジア最大規模の木造寺院の

建築計画の始まりです。

縁 (Yun)が あり、このプロジェクトに黒谷美術が参加

することになります。本堂他に釈迦など仏像 8体 と万仏塔

に納める700体の小さな仏像、そして境内に屋根付き香炉

を製作することになったのです。香港側は女性のマスター

(先生)、 英国人とのハーフの仏師そして委員会メンバーで

す。日本側は私と親戚の鍛冶さんとで案件を受けて纏めて

行きます。外注先 2社の協力を得る大きな仕事となりまし

た。色々ありましたが仕事の結果は、新しい寺院で見るよ

うに満足の行くものでした。

このプロジェクトの寺院本体の建設には奈良の人達が協

力しています。寺院の木造建築には何年も貯木した狂いの

出にくい木材が必要となります。昔ながらに水面で貯蔵し

乾燥した大きな材木ともなると、京都などの文化財の修理

用に蓄えられた材料として日本だけが持っていました。し

かしこの備蓄を出すと代 りの材料の入手が課題となりま

す。お寺の再開発委員会は香港政庁に話をし、それはイギ

黒谷美術株式会社 専務取締役
日本建築美術工芸協会会員

黒谷宗弘

リス本国に伝えられ、旧連邦のカナダ政府の協力を得られ

ることになりました。つまり日本が放出した材木の代 りに、

カナダから日本に大きな材木が引き渡されます。これは鍛

冶さんから聞いた話です。

あれから20年が過ぎましたが、彼らが来社したある日の

立山工場での夕目が凄まじく綺麗で、彼 らが撮影するビデ

オカメラが仏像から夕日へと向きを変えたことを思い出し

ますc仏師のデリックは夕日を背景に私たちを歩かせ、日

をすぼめて夫々のオーラ (仏教では後光)の色を見てくれ

ました=ま た彼にと用意した古い社宅の鍵が回らない時、

私たちを市1し 自ら鍵を持ち、他の手の指先を添え何かの力

を注ぎ、鍵を容易く回していました。車中で彼に、あるチベッ

ト寺院の僧侶達が宙に浮く話をすると、「彼らは超能力を使

うんだ。」と知っていたようでした。

委員会のメンバーはボランティアであり、寺院と縁があっ

た力のある人達です。帰依した仏教徒ではない人も、メン

バーは自らの責任から寺院のために力を費やしました。仏

教は、人が人生を繰 り返していること、その捕らわれのサ

イクルから離脱すると言う目標「解脱」を示しました。人

生を超えた目標です。今日の日本は少子化であり、次に生

まれる時は日本人ではないかも知れません。今の恵まれた

機会を生かし、次の世代のために何かができます。人は無

になるだけの存在ではありません。私たちは戻ってきます。

Chi Lin Nunnery

5 Chi Lin Drive,Diamond Hill,Kowloon,Hong Kong

香港ナビ https://www hongkongnavi com/miru/76/

(黒な美/1株式会社 ) チーリン寺院 本堂内仏像 (黒合美術株式会社 )ナーリン寺駐 塁根付さ番炉

輻  20,8.70 no 87  15



鐙馘餡晰鋏蝙晰

釉絋魃隋鋏蝙?

広報委員会

コクヨ株式会社様 (以下コクヨ)は、今年ご入会いただきました。「コクヨJと 聞きますと皆様は小学校から中学、高校、大
学と、学生時代は、キャンパスノートや文房具あるいは教室にあった机と椅子にお Lll話になったと思います。そして社会人になっ

てからは、オフィス家具、事務用品など「コクヨ」ブランドに囲まれてサラリーマン時代をすごされている方、すごされた方

も多いのではないかと思います。この大変期‖染のあるコクヨ (本社大阪市)の 事業活動をお聞きするために品川のオフィスに

伺いました。

事業内容は、紙製111や文房具の製造・仕入れ・販売、オフィス家具の製造・仕入れ・販売、空間デザイン・コンサルテーショ

ンなどで、「はたらくJ、 「まなぶ」、「くらす」の二つの領域で事業を展開されています。

□「紙から鉄へ」紙製品の最大手が昭和35年スチール製品分野へ進出

コクヨは、1905年 (明治38年 )、 黒円善太郎が大阪市西LX南堀江に和式帳簿の表紙店を開業した「黒田表紙店J(1917年商標を「国

誉」と定め、1961年現社名に変更)が始まりですcその後、洋式帳簿の販売や伝票、仕切書、複写簿、便箋などの製造により
紙製品製造メーカーとして、1954年 に創業 50周年を迎えた頃には、紙製品業界の トップ企業となりました。

そして 1960年、ステール製のファイリングキャビネットを発売され、ステール製品業界へ参入され、スチールデスク、キャ

ビネット、事務用回転椅子など、今では、家庭に、学校に、オフィスになくてはならない大企業に発展されました。

コクヨ初のスチール製品 ファイリングキャビネット (昭和35年発売)

胆大心小の企業戦略は、社会のニーズに応えるため。

日召和 35年 (1960)、 コクヨのステール製∴li発表のニュースは、業界で大きな話題になりました。帳簿からはじまり、便箋、帳票類、
ノート等々、紙製品で最大手に成長した /「N業が、全く異なる分Fiへ参入することは、当時としては奇想天外な出来事だったようです。
もちろん、コクヨにとっても「紙から鉄へ」の転換は、大きな挑戦でしたが、その最初のステール製品「ファイリングキャビネット」
開発の背景には、実際には用意j』到な事業戦略がありました。まず、当時、高度経済成長により巨人化、複雑化する企業、官公庁で、
増大の一途をたどる文書を効率的に管理する米国発祥のノウハウ (フ ァイリングシステム)と サプライズ (紙製品1)の 需要が高まりつ
つありました。こうした流れを受けて、すでにファイリングキャビネットを製造しているメーカーはありましたが、同時にサプライズ
を供給できるところは皆無でした。また、コクヨには専門代理店という強同な全国販売ネットヮークがあり、いずれものこのネットワー

クを通してスムーズにお客様にサービスを提供できるという強みがありました。

こうして、申に「鉄の箱Jを 売るのではなく、文書の保管テクニックを同時に提供するという、コクヨならではのファイリングシス
テム販売体市Uを確立することができたのでした。

ファイリングキャビネット発売当時のリーフレット

コクヨホームベージより
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勒Å畿冬蜀量誂屁靱警讚雉釉

□社員が実際に働く姿を見学できる “生きたショールーム"「ライブオフィス」

モノづくりと空間構築、ワークスタイルの研究を通して、さらなる可能性を追求されているコクヨは、1969年、日本初のライ

ブオフィスを設立され、「働きやすい空間、使いやすい家具」づくりのため、モノづくりと空間構築、ワークスタイルの研究を

通じて、さらなる可能性を追求されています。

広報委員会は、2017年 に品川に開設された東京品川 SSTオ フィス (品川シーズンテラス 18階)を訪ね、コクヨの沿革や取り

組みなどを伺ってきました。

(撮影 :飯田郷介)

□「働く」「学ぶ」「暮らす」新しいシーンを提案する国際デザインコンペティションの開催

コクヨでは、使う人の視点で優れたデザインを、広く一般ユーザーから集めて商品化をめざすコンペティション「コクヨ

デザインアワード2018」 (2018年 6月 22日 (金)か ら8月 31日 (金)ま で作品を募集され現在は募集は締め切られています)

を開催され、受賞作品の中から数々のヒット商品が誕生しています。

(今年は、「BEYOND BOUNDARES」 というテーマで開催され来年 1月 18日に審査発表が予定されています)

(構成 :飯田郷介)

オフィスのエントランスの様子

「コクヨデザインアワード2018」 を開催
～審査員は植原亮輔氏、川村真司氏、佐藤オオキ氏、鈴木康広氏、渡渥良重氏～

「コクヨデザインアワード」は、2002年 の創設以来今回で 16回 目 (2010年 開催のみ休lL)と な

り、これまでに受賞作品の中から「カドケシ」や「キヤンバスノートパラクルノJ、 「和ごむJ、「な

まえのないえのぐJ、 「本当の定規Jな どのとット商品が誕生しています。前回 (第 15回 )の応募

作数は合計 1,326点、応募者の国籍は日本を含めて 53カ 国におよび、プロダクトデザインの国際

コンペティションとしても成長しております。

近年、 F美 しい暮らしJ(2015年 )、 FHOW TO LIVE』 (2016年 )、 FNEW STORY』 (2017年 )

と、プロダクトの機能性、実用性やデザインの美しさだけでなく、人々の仕事や学び、生活のシー

ンにおいて、新しい価値やストーリーの提案を期待するテーマを掲げています。

そして今年のテーマは『BEYOND BOUNDARIESJです。コクヨの事業領域においても、仕事
と生活の境界の曖昧さ、コミュニケーシヨンのフラット化が進むなど、今まで当たり前に存在し

ていた境界のあり方が変化しています。 ・方で、国や文化、ジェンダーなど、社会的にも境界を
越えるというテーマは注視に値すると考えます。

社会的な境界でも、身の回りの小さな境界でも構いません。境界を見つけ、その境界を越える

ことで見える新しい世界や、生まれる新しい人や物事の関係性を提案してください。

募集対象は、「働く、学ぶ、暮らすシーンで用いる文具・家具 。道具全般Jです。昨年は、食べ

物を道具として捉えた作品が受賞しました。コクヨの主要商品カテゴリーである文具、家具だけ

でなく、生活で用いる道共全般が対象ですので、柔軟なアイデアを期待しています。

審査基準は、「新しい価値を提案している」「生活のシーンを提案しているJ「商品化の可能性が

ある」の 3点です。提案に新規性があること、提案するプロダクトによって実現される生活のシー

ンまで考えられていること、商品化の実現性が検討できていることを総合的に評価します。 商品化された作品の一部

コクヨホームベージより
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第 2回 BOX晨 ―顆蜻晰鰈xはり餞漑xはり聰輻鰊笙鱚饂之ゝ姜

躙隆漑鑽

会

出 品 者
作 品 数
来 館 者
審査委員長

審 査 委 員

2018年 7月 3日 (火)～ 9日 (月 )

建築会館 lFギ ャラリー

47名 (会員 18名 。一般 27名・学生 2名 )

50点 (会員 19点 。一般 29点 。学生 2点 )

245名

中村茂幸

南三一郎・山極裕史 。中野恵美子・田島一宏

BOX展実行委員長  山 崎 和 子

最優秀賞 鈴鹿しげみ (一般)
『A danetある惑星』:ガラス

優 秀 賞 二木 啓子 (一般)
『界自由』:陶器

大谷美智子 (一般)

『発芽』:生糸、テグス、レーヨン

佳  作 川口 満 (一般)
『記憶』:漆、金属、木

須齋 尚子 (一般)
『"Lighぜ'from a certain woman』 :陶

まつい由美子 (一般)

『バタフライ エフェクト』:紙

特 男J賞  河端 梨太 (一般)
『紙一枚の可能性』:ケント紙#200

オーディエンス賞 星 素子 (会員)

「 MA 生きる』:アクリルガラス

審査委員長 中村 茂幸

会場風景

期

多数の作品数で大変変化に富んだ楽しい遊びの空間の展

覧会が出来ました。

表彰式 。レセプションにliril本会長はじめ多数の参加者で

盛 り上がり、初めてのオーデエンス賞、協賛の株式会社ク

サカベ・株式会社文房堂・光ステンドエ房からの副賞のあ

る表彰式でした。

展覧会終 了後新たな数名の出品希望者がありましたc大

変嬉しいことです。

第 3回 BOX展 2019年 7月 2日 (火 )～ 8日 (月 )に決

定しました。

靡蛉鼈滲

30セ ンチの小さな空間の中で作品がどう表現されるのか

昨年の 1回 目の出品作品からさらにレベルアップした 2回

目となる今回のBOX展の審査は楽しくもあり優秀な作品が

多いがために大変難しいひと時でした。

あらゆる分野のアート作品はなかなか甲乙つけがたく私

たち審査員を悩ませました。その中でも鈴鹿しげみ氏の作

品はガラスの透明感を有機的な形で表現し30セ ンチ角の小

宇宙的空間で丁寧に仕事をされていました。5人の審査員全

員が推した作品です。今回の賞には入らなかったのですが

陶や石の作品には優秀な作品が多く評価点が一分野に偏ら

ないように苦心しました。平面の作品にも大変優秀作品が

ありましたがBOX展ですので平面でありながら30セ ンチ

角の空間を意識した工夫が作品に欲しかったと思います、

これは次回の課題となります。

なお今回の審査基準は/独創性 50点 /技術的完成度 30

点 /BOX空間との関係性 10点 /そ の他特筆すべき加点 10

点 /合計 100点  これらにより各審査員が 7作品をそれぞ
れ選出し協議の上で決定しました。点数配分には今後の検

討の余地がありますが次回応募される際には参考にしてい

ただきたいと思います。

鑢  2078.10 no 87



骰鸞几眩惧笏雹瑕絋≦

気が付いたら彫刻に心惹かれてこの道にいた。

高校時代には美大進学を考えなかった訳では無いが興味が

絞れずに自然科学の教職に就いた。その後 30代にイギリス

に留学し、美術館、博物館を見て回り、イタリア、オースト

リアヘも足を延ばし、石造りの建造物やカメオの彫刻等の素

晴らしさに心を打たれた。ヨーロッパは街中が歴史ある芸術

に溢れていて、建物だけが時を止めているかの様に感じられ

た。けれども現代に生きる人々の日常に溶け込んでいたcそ

の時経験した事が無意識に蓄積されたのだろうと、ある日突

然気付いた。今まで日の前にずっと『存在』していたのに自

分に見えていなかったモノが、自然科学も美術の世界も決し

て別々のものではなく同じ世界を構成するピースの一部であ

一―一‐隋量囃隆蜻Xは 一③◎蟻鍮x3麒醒爾x3麒◎鰊蜀量y緻之麟―

最優秀賞 鈴鹿しげみ

り、混ざり合って存在していても不思議ではないという事に。

それから私は彫刻の道を選び作品制作を始めた。木彫、和

紙、発泡ステロール等の素材で試行錯誤する中でガラスに魅

力と可能性を見出して表現する手段として選んだ。イメージ

に近く造形するには、常に動かし火に矢り続けなければなら

ない中で、思い通りにならないが、それが私にとって「重力

を使って彫刻をする」という意味を持っている。ガラスはや

り直しの効かない一瞬の作業の連続である。その場の,大態を

判断してデザインを変更する場合もある。

そうして出来た作品が初めにイメージしていたよりいい作

品になったりすることが面白い。私の作品は宇宙、生物、生

命とか自然科学的テーマが多くなっている。今回の受賞作品

FA planet(あ る惑星 )」 は限られた空間で何か表現できる

かという点でも色々考えさせられ、シンプルでかつ空間の拡

がりを感じさせるコンセプトで制作した。所属している美術

団体とは違う分野の審査員の方々に評価して戴き、最優秀賞

を受賞したのは望外の喜びだった。

ガラスの魅力である透光と屈折の妙、質感、宙空に浮かぶ

ように見える色の映り込み等楽しさや美しさを感じて頂けれ

ば作家冥利に尽きる3昔私の日を開かされてくれたように身

近に芸術が自然の様にある環境は人の精神に影響を与える。

私の作品も人の暮らしと共に在って欲しいと願っている。岡本会長から表彰を受ける鈴鹿しげみ氏 (手前/_)

私は、新座総合技術高等学校のデザイン科に通っていま

す。イラストを描くことが好きできちんと技術を身につけた

いと思い、デザイン科に進学しました。

学校では、色彩構成やデザイン製図などの専門的な授業を

受けています。その中の工業技術基礎の授業の中でこの作品

特別賞 河端 梨太
埼玉県立新座総合技術高等学校

を作成しました。

作品名は「紙一枚の可能性」です。ケント紙一枚を切り離

してしまうことなく、切れ目を入れたり、折ったり、貼り付

けたりしてひとつの立体作品を作りました。

作る時に意識したポイントは、一枚の紙の中に様々な空間

があり、それが淀みなく一つにまとまるようにしたことです。

作り始めたときは上手く作る自信がありませんでしたが、

作っていくうちに面白くなり夢中で作成しました。

先生に声をかけられてBOX展に出展することになりまし

た。今回、特別賞を頂いたことによって色々な事を学び、吸

収することができました。沢山の人に作品を見てもらえた事

はとても励みになりました。

今後はさらに技術を身につけ、また沢山の人に見てもらえ

るような作品を作りたいです。岡本会長から表彰を受ける河端梨太氏 (手前左)
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鰊心は鼈

蝙 颯瘍疱蝙

蝙 躊綺薇

甲霧・鷲

鈴臨 しげみ (―殿, Ap慧翁et(ある惑星)
カラス

・i.身穆 tの出発はミクス|メ テ'ィ アや本彫だったが、
し
―
て、生命や事害を姜Tlし でいる.、 今回出品さ[ζヽ

',込
み
=楽

t′んでぃただけれ|まと思っている。

玲 饉作

現在ではガラスという素材を用
ただく作品は、光とカラスの写

Jll鰯  満 (一般)貴き障
漆 。金属・本

記憶は過去でありながら、知識となり現在
l_あ り、そして未来へと夢を拡げて行く可

育圏壼を秘めています。記憶への思いを立体
の形で創作しました。

須驚 尚子 (一般)・むght・ frott a ceA基金

陶

体を捻って倖をi女1■ 1中央 :陶オブシェ).
そこから放たれる光たち.推女r)中の喜怒
哀苺ある■は情念を司るエネルギー(■|が、

30側の上方体の中で時に強く特|=蒻 〈
1姜々な色やカタチで動的く,

まつt｀ 羹美子 (一般, ノヽタフライ エ
アェクト

紙
「パタフライ効果」をテーマに策1作した「アー

ティストブック」.蝶碑 _iは たさのようなごく
わずかな力が、時蓑 l継通:こよってその後責

きな差を生む。ひとつの本を手:こ とったかど

うか、景来へt71軍 などこにでも市在する.

蟷 彎躙聾贔

二本 警子 (―機)界自由
陶器

人間界を自由に動きまわり、災
害などにより被害を受けた人た

ちを助ける燿量獣。

大釜 美智子 {― 毅
' 
発芽

量糸・テクス `じ― ヨン

萌えいずる発芽する生命力を、
ア′ガン編み(表現しました。

河端 難太 (一瞳)織一枚の可能性
ケント紙♯200
この作品はケント紙―校からできています。
作品を籠J作する時 :こ意識した事は空間で
す。一つの紙の中に、様々な空間があるの
l_、 それが淀みなく一つl_ま とまるように

作りました。

塁 驀子 (金興)願A生きる
アクリルガラス

漢字 (象形文字)の「生Jをモチーフに層
を重ね「今」を表現し問いかける作品。全

方向で漢字を感じて。十地球は丸く自然も

人も揺らいでいる世界。水平と垂直が交わ
るキセキが iMAかもしれない。■■■■|■■■|■■■ギ

|:1111111:11 2078 70no87
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踵 憑屁 鰤晰Xは 一⑬麒醒勒xは崎o鍮 x謬幌犠鍮蜀嗽雉蝙之饉―

謳隆眩辣

糠部 多加窓 (一般, FAl包
本、ステンレス、鉄 (台座)

平野 患鸞 (一般)ベ ーバークラフト・
ガンダム

紙

′
Jヽ路 隆 (一般)フ 餞アライト:cube
コンクリート

かななが ,は るお (一般)籠 の手
カラーインク

轟り|1 未知子 (一般)お花蟻の小物入れ
市 ,糸・アクリル80X`ヒ ー玉

|||■雫雫華｀■=|=■
■■■■ ==■

■|‐■・

浅見 意子 1-投: Le boutsの様に～
皮革 (ヤギ|

(警員)緞Feam臨ソeF・ 夢層

五十嵐 通代 (会員)
見えないもの

経・綿・ステンレス

見えているのに

横曲 徹 (会員)建 築的 彫刻
小松石

村田 琴音 (一般)聞じ込められたカ
ブトムシ
パネル、水彩、アクリルガッシュ

児二 須賀子 (一般)たんぽぼ
恨・銀 ,粘二 毛筆 `極績ワイヤー

久野 博美 (一般)飛べない鳥
十一ル・樹1彗・しし●争糸 ,議糸

浅野 魔則 (…穀)搬 fen6奄総
ミックス (墨 'アクリル・職ラージュ)
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書爾 実
紙

1爾|
|■ |‐■||

黒本 噸衣 (一般〕 灌騒
本緯・銀糸 '銀油・色,白

Woo:Sphere一   横曲 織 磯 員)畿 的 彫擬 考 1
小松石

久野 1藩美 (―織 )

鴫日ヘ

樹1萬 ,ウール

考 1:



深尾 雅子 (全員)3tep―by―step
アクリル・■・ブラスチャク

佐藤  議子 (全員)嬢 H懸ette
麻

野爾 真理 (会員)上のそら
陶土・粉漆・金属箔・職―ルテン銅

鑢  2θ ,8 7θ no 87

横沢 和則 (一般)うちゅうポッド U
-01
発砲アクリル・ぬいぐるみ

サンサーラ=オー曇ラ

平山 健雄 (警員)分化された光
カ フス

石井 籍大 (一般)空間黄配線争
■ンクリート0■ フロア ケーブル・紙 亀

一
赫
有

|■|■■■■1■・■‐ ||

真義美 {一般)夕映1:警本
鶴

伊藤 幹子 (一般)夢の中l_層がいる
紙・マーブルインク

(全員)AnOtheζ  ttght

麒

山崎 和子 (会員)リズムに乗って 1

木・毛糸 ,麻糸 ,市・アルミ板

J:1理  知子 4-競)珊羅礁
■厚床‐ 山羊革 (白 ,

濤
鈴ス

本

ラ

松

ガ

糧JI: 美曇紀 (一般, おしゃれれ,た馬
(モチ,
右・率

神 芳子 (会員)空気物
藤の度

欝地 恵 仕o鳥)(…離)布人 (ツ ジ
ン)「轟の構霊」
紙・粘士

真議美 (一鏡)夕映えI
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疇

富
｝

、
　

　

　

量

貫

‐ヽ .

輝子 (会員)BOXの変容

■■.
||||||.
■ ||■ ||■■‐

幸:J 弘子 (会異|
カラメ

■■

無題 小体止醸
漆
卵乃 (一般)2020 三上 紀子 (会員)

本・塗料

r 塁:二■等■11

上通灘 犠子 (一般)思い臨
ガラス・本・・・ 箔

中西 晴撻 (一般)森 のかl■ らたち
和紙・木詢など

大村 義輝 (一般, Pc麒
布・糸

神 まさこ (会員)
晦

同本 襲久 (警員)時 避
本・和紙・アルミ 岩絵具

第3回 BOX展開催予定
日時 2019年7月 2日 ～8日

会場 建築会館ギャラリー
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松圏 静心 (会員)ゴールドテッシュ
・…スーノ(一フ回ンティア
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魏凸鉤蝙餡鶉κ鰊

諫 眩鰈餃隕蜀鰺骰颯写蛯鰊務兆鼈洟祠薇

輻餞瘍餞盪蝙録鰤鮨顆鰺鰊瞼瘍儡楊碧

テキスタイルデザイナーとして、布づくりにたずさわっ

て概ね 35年になる。今回、国立新美術館において、「こい

のぼりなう !Jと 題した大規模な展覧会を行い、今までに

デザインしたテキスタイルの中から319点をこいのぼりと

して展示した。それらは、今までデザインしてきた布のアー

カイブでもあり、布を立体的に形成すること、空間の中で

人と布の果たす役割を実証する試みとなった。

私がデザイン活動を行なっている (株 )布は、1984年 の

設立である。設立当時は、写真のように生成りと藍のミニ

マルなテキスタイルを扱っていた。村 11道太郎の「藍の道J

によれば、日本で「藍染め」がはじまったのは「占墳時代」

と記されており、「日本の布の色のルーッである藍、そして

素材そのものである生成りJを選んでいた。その後、 II本

卜1内 の藍染め産地を訪ねると、各地の染織産地では、和装

文化が培った技術により、新しい布づくりや、さらには特

定の産地では、ハイテク技術を駆使し、ユニークな布づく

りが行なわれていることを日の当たりにした。そこで私た

ちは、デザインの舵を大きく切ることとなるc

1980年代は日本のファッションデザイナーがバリコレク

ションで新旋風を巻き起こしていた時代であり、また、日

本の建築家の新しい潮流が生まれた時代でもあったし1987

年に私がデザインディレクターとなり、全ての布地のデザ

インを統括するようになってからは、建築家との協働プロ

ジェクトが次第に増えていくようになった。建築家との出

会いは、私たちの布づくりにも変化をもたらし、かなり大

胆に、新しいデザインを追求することとなったc特 に、今

まで布地には使ってこなかった異素材、あるいは布地とは

無関係と思われる他分野の技法などを積極的に取り入れ、

今までに見た事も無いような新しい布地を次々に発表したこ

空間でのテキスタイルの役割は、人間に近いところ、例

えば格子、クッション、レストランであれば、テーブルリ

ネン関係が主だったが、建築家との出会いによって、「被膜」

「内と外」「空間の分節Jな どの考え方に触発され、斬新

で新たなテキスタイルの使い方を提案することとなったc

1990年 頃からは、建築を構成する要素として、テキスタイ

ルを積極的に使う建築家が現れてくる。例えば公共建築で

のテキスタイルは、暗幕、舞台の紗幕、緞帳、そして堅牢

な椅子ばり、絨緞などが主だった使われ方だったが、空間

を柔らかく文節するような新しい機能を持った素材として

注目されるようになった。昨今は、特に商業空間をデザイ

ンする建築家、インテリアデザイナーとの仕事では、テキ

|::Ⅲ■■, 2078 7θ no 87

テキスタイルデザイナー

株式会社 布 取締役
須藤玲子

スタイルはオブジェのように、空間を特徴づける素材とし

て扱う例も多くなったように感じる。

2000年 に入り、化学繊維の機能が拡大し、ホテルなどの

大規模な公共施設での照明、アートワークにもテキスタイ

ルが生かされるようになり、建具などの分野でも、ガラス

に布地を挟み込む技術の確立などもあり、空間でのテキス

タイルの重要性は増している。

とは言え建築・インテリア空間では、テキスタイルはあ

くまで素材の一つとして、縁の ドの力持ち。コンセプトも

含め、空間イメージを共有し、試作を重ねながら空間デザ

インを作り上げるプロセスに関わっていくことが重要と考

えているc

一方で、テキスタイルは常に進化を続けている。例えば

化学繊維では、堅年度が高く、熱可塑性があり、完全ケミ

カルリサイクルロ」
^能
な素材ポリエステルは、今後も大いに

日J能性がある。カーボンファイバー、グラスファイバーな

どの繊維の登場もプラスチックの進化とともに、さらに薄

く、軽 く、自在な表現を可能にしている。また世界各国

は蜘蛛の遺伝子を培養し繊維を取 り出す技術を開発中であ

るこ日本では鶴岡市の「スパイバー」が開発し、世界に先

駆け合成蜘蛛糸繊維「QMONOS」 の量産に成功した。蜘蛛

の糸は強度もあり、薄く、「被膜」で覆われた車両、建築も

口J能かもしれない。

新しい繊維の開発は、新しい表現へとつながる。未来は

テキスタイルと共にあるといっては言い過ぎだろうか。

大分県立美術館 ユーラシ Photo by Satoshi Shigetaアの庭「水分峠の水草J

国立新美術館 といのぼりなう!PhOto by Ken Kato

餃

雉

影
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都市の形成期と高度成長期に、都市の公共空間にアート

作品が設置されるようになって、以降市民にパブリックアー

トとしてその存在が慣れ親しまれてきました。しかし、都

市と市民社会の成熟期に入り、今一度その存在理由と設置

に至るプロセスを再考すべき時が来ているように思われま

す。果たしてパブリックアートが真に市民の社会資産とな

り得ているのか。一方社会資産としてのパブリックアート

をどのように作れば良いのか。どのように価値を維持し、

さらに街づくりのベースとしていくのか。広い視点でアー

トをより市民に寄り添ったものにするために、今回あえて

「パブリックアートの現在 ]と いう題目を掲げ、講演者とし

て現役のアート行政に携わる行政官、アート制作のプロセ

スを管理するアート・ディレクター、そしてアーティスト

の三者を招聘し、今日の公共空間におけるアート活動の、

現場からの意見を聴取することを目的としました。

アーテイストの浅見俊哉氏は、公共空間でのアートの現

場に身を置くことは、より作家としての「覚悟」が必要だ

と言います。また、従来のパブリックアートが「永久的、

固い、限定的」であるのに対し、現在のパブリックアート

には「仮設で、柔らかく、参加可能」なものが求められて

いるのではないか。その中で「さいたまトリエンナーレ

2016」 における「場を捨てよ、街に出よう」をキャッチフ

レーズに、サンドイッチマンアート (美術館の壁を切 り取

り街に出る)と いう「おせっけいな」アートイベントによっ

て市民の日常生活に進入していく活動や、「かがわ。山なみ

芸術祭 2016」 のアーテイストの倉1造力と地域の創造力を交

換する芸術祭通貨「LIFE」 を通じて、地域と共にアートの

場を継続的に育てていく実践などが紹介されました。そこ

でアーテイストがどのように地域で生きていくかが重要で

あるとの認識が示されます。

アート・ディレクターの山重徹夫氏は、2006年からの中

之条ビエンナーレ活動を通じて、廃校などのパブリックス

調査研究委員会

ベースを活用し、アーティストの表現の場所を提供してい

ます。山重氏におけるパブリックアートとは、地元の人と

それを取り巻く制度をどのように取り込んでいくかがテー

マであると述べます。温泉街や養蚕作業所、シャッターの

降りた商店街などにスペースを借りるとともに、アーティ

スト・レジデンスを確保し、滞在しながら地域の中で作品

制作を行っています。また、子どもたちなど町民を巻き込

んでの創作イベントは、アーティストとの交流によってアー

トヘの障壁を低くする方向に活動は展開しています。

横浜市都市デザイン室の桂有生氏は行政における都市デ

ザイナーの立場から、街づくりとアートについて紹介を行

いました。歴史的には横浜市の 3つの基本戦略の一つとし

て、都市デザインー都市の個性を作るという目的のために

都市デザイナーを擁する都市デザイン室が設立されまし

た。歴史的資産を活かして都市の記憶を守り育てる、公共

空間に外部のアーティスト等を導入し新しい資産を作る (ク

リエイティブシティ)、 インナーハーバー構想などの施策が

あります。80年代からは街にアートを導入する一方、最近

は路上フェスゃォープンウェディングなど公共空間におけ

るアートイベントも実施されています。桂氏個人としては

公と私がそれぞれを内包する「公私混同」をマインドとし

て街の活性化に望みたいとしました。

パネルディスカッションでは、パブリックとアートの関

係性について討議しました。山重氏は古来の祭りについて

総合的な文化活動として再発見させられたこと、桂氏は市

民には公共が変わることへの待望があるのではないか、浅

見氏は公共の場での無形のアート (文化)活動の実践につ

いて言及しました。次いで「協働」をキーヮードとして、アー

トに関して市民を主役とする関係者が充分な会話を通して

理解を深めていくことの重要性を確認し、さらに講師の現

場からの声を聴取して閉会としました。

(委員長 :南三一郎)
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日本建築美術工芸協会展覧会委員会の委員長をされてい

るステンドグラス作家平山健雄氏のお弟子さんたちの「第 8

回フランス古典技法によるステンドグラスパネル展Jが横

浜市大倉山記念館で開催されました。この展覧会は今年 8

回日となり、3年 に一度開催されているので、もう24年続

いているそうで、10回 までは是非開催したいとのことでし

た。平 |[1健雄氏による講演会が、同ホールで7月 22「1に催

されましたので、ご講演の概要をご紹介いたしますこ

ステンドグラス作家平山健雄氏は、ステンドグラス制作

の傍らステンドグラスの修復も手掛けられ、昨年は 4件の

修復を請け負ったそうです。その内の一件がこの講演会で

紹介された「日本福音ルーテル回吉教会Jの建て替え工事

のための修復でしたが、平山氏は、自分の工房の近くの港

北区日吉にステンドグラスがあったことに驚いたそうで

す。そしてこのステンドグラスは、1935年 (昭和 10年 )に

建てられた東京都中野区鷺宮にあった神学校の礼拝堂を、

1969年 (昭和 44年 )に 日本福青ルーテルロ吉教会の礼拝堂

として移築されましたが、このステンドグラスは、1907年 (明

治40年 )に建てられたアメリカ合衆国ネブラスカ州のフリー

モントファーストルーテル教会で使用されていたもので、

100年以上前のステンドグラスということに驚きを新たにし

たとのことでした。

このステンドグラスの中央の王冠は王であるキリストの

栄光を表し、白いばらあるいは百合は純血を示し、イエス

の誕生を表しているそうです。制作から100年 以上経って

いるステンドグラスは、補強材は施工されていますが、鈴

の桟は劣化し、ガラスの汚れや破損が 10か所以上あり、昨

年の 8月 、礼拝堂の窓からおろして、修復となりましたc

修復前        写真 1
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修復の手順

1 ステンドグラスを取り外し、菊名の工房へ搬送。

(縦 2,400 横 840)〔写真1〕

2 ステンドグラスパネルの上にトレシングペーパーをのせ、
鉛桟を全部写し取る。 〔写真2〕

3 分解作業。まず補強棒を取り、ステンドグラスパネルの端
からガラスと鉛桟をニッパーを使い分解する。 〔写真3〕

ガラスピースすべてをトレシングベーパーの上に並べ、割

れをチェックする。超音波洗浄機を使い洗浄する。

新しい鉛桟を使い組み立て直す。 〔写真4〕

ジョイント部分をハンダづけする。ハンダづけが終わる

と、鉛とガラスの隙間にパテを表裏に詰める。 〔写真5〕

4 はみ出したパテを掃除する。
5 補強棒をハンダづけし、下パネルにジョイントチャンネル

をハンダづけする。 〔写真6〕

6 再取り付けc

そして最後に平山健雄氏は

「/TN『 |に数多くのステンドグラスがあると思うが、捨てら

れてしまうものもあるだろう。ものを捨てる時代はやめに

しよう。古いもの、残すべきものは手だてを講じて残して

いくべきであるc保存・修復のための地道な活動がこれか

らも要求されるだろう。優れたステンドグラスを次の時代

につなげていく仕事をこれからも続けていきたいJと ステ

ンドグラスヘの熱い思いを語られました。

平山健雄氏請演会開催のご案内

第194回 aacaフ ォーラム
「ステンドグラスの本質～パブリックアートとしての側面からの展望～」
2018年 11月 5日 (月曜日)1800～ 1900 於 サンゲツ品川ショールーム

写真 2 写真 3

写真 4 写真 5 写真 6 修復後
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194回 aacaフ ォーラム

講師 平山健雄

フォーラム委員会

「ステンドグラスの本質～パブリックアートとしての側面からの展望～」

設立 30周年記念事業実行委員会

11月 5日 (月 )サンゲツ品りIIシ ョウルーム

30年度 AACA賞  公開審査
選考委員長 古谷誠章

AACA賞選考委員会

選 考 委 員 岡本 賢 可児才介、川上喜二郎、斎藤公男、近田玲子、東條隆郎、藤江和子、
堀越英嗣、宮城俊作、米林雄―

11月 11日 (日 )建築会館大ホール

第 50回芦原義信記念杯 会員交流委員会 11月 16日 (金)富士国際ゴルフ倶楽部
文化事業講演会 「これからの銀座を考える」     文化事業委員会

第二回 東急プラザ銀座 l■l日 建設計十清水建設欄
「光の器」インターネットでモノがなんでも買うことができる今の時代c我 々がわざわざ
商業施設に足を運ぶ理由は何でしょうか ?我々は東急プラザ銀座のプロジェクトを通じて 11月 20日 (火)サ ンゲツ品川ショウルーム
その問いに答える必要がありましたcプロジェクトのスタートから完成まで約 9年 という
長い年月を掛けて銀座という街や敷地の特性を注意深く読み解き、21世紀の新しい商業施

設の在り方を提案するために、なぜコンセプトを「光の器」にしたのか、その理由と合わ

せてご説明します。

情報文化座談会

内藤 廣、三谷 徹、坂上直哉
情報文化委員会 11月 30日 (金)東京藝術大学美術学部

30周年記念講演会 調査研究委員会 詳細 。同時 。会場未定

第 13回 山梨・静岡地区建物視察会 会員交流委員会

山梨文化会館・山梨県立美術館・富士ハーネス・富士山世界遺産センター

日本平山頂展望施設・草薙体育館・地球環境ミュージアム

茶の都ミュージアム・ROKI Global!nnova■ on Center‐ ROGiC¨

12月 7・ 8日 (金・土)

aacaア ーカイブス展 総務委員会 12月 7～ 12日  建築会館ギャラリー
30周年特別設立記念会

30周年記念式典・功労者記念表彰

30周年記念講演

28回 AACA賞発表・表彰式

日本建築美術工芸協会

芦原太郎氏
12月 12日 (水)建築会館大ホール

30周年記念誌発刊 30周年記念事業実行委員会 12月 12日 (水 )

文化事業講演会 「これからの銀座を考える」 文化事業委員会

第二回 GINZA PLACE クライン・ダイサム・アーキテクツ+大成建設欄
「新しい銀座のアイコン」時代を反映する新しさを取入れながら「銀座らしさ」は形成さ
れてきた。益々世界に開かれることを期待された街の中心に位置する本プロジェクトでは、 12月 17日 (火)サンゲツ品川ショウルーム
これまでの歴史の踏襲とこれからの「銀座らしさ」を形成するための新しさが求められた。
洗練されたイメージと、躍動感溢れるグラフィックを両立させる。『FRETWORK(透かし
彫り)の自磁』をモチーフとした外観により、日本のクラフツマンシップを発信するとと
もに、街に良い新たなデザインの刺激を与えることを目指した。

会報 82号 (30周年記念号) 広報委員会 1月 29日 (火)発 刊予定

景観シンポジウム

「これからの都市景観のあり方を探る」

陣内秀信、中島直人・竹沢えり子、他

米田浩二・坂本博之・畑野 了・山本 実

景観シンポジウム委員会 2月 20日 (水)日本大学 CSTホール

新年役員・委員・新入会員交流会 総務委員会 2月 25日 (月 )丸の内ポールスター

195回 aacaフ ォーラム フォーラム委員会 詳細・日時・会場未定

4月 26日  (金) 発干J予定会報 83号 (30周年記念号) 広報委員会
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29年度AACA賞写真集 7ページ 応募者より訂正の要請がありました。
写真版権者 外観撮影 :雁光社 野田東徳

内観撮影 :吉田写真事務所 吉田誠

鰈新入嚢彙・量彙褥難動 神囁摩難7繹～,0襲拿纂§薦(駿称略)

2016年 9月、個人情報保護法の改正が成立した事を受け、個人は

氏名のみ、法人は会社名・代表者又は担当者を掲載致します。

《新入会員》

ソレマニエ・フィニィ・アミール(ベルシャ絨毯研究家)

横田昌幸(建築家)、 野生司義光 (建築家)、 須齋尚子(美術家)

品川未知子 (日本刺繍作家)、 ワクイWHO侃須U家 )
今村雅樹 (建築家)、 加藤詞史(建築家)、 原 透傲育家)

一 言卜 幸晨 ―

鼈難畿隧

協会の設立 30周 年を迎え、本号では「時代の華―輪」の

歴史にスポットを当てました。建築家柳澤孝彦が、「会員諸氏

の『私と自然』『私と絵画』…『印象に残る風景』『ある街角』『私

と絵画』・… といった思い入れを『一枚の写真』に寄せて語っ

て頂こうというものである」と発案された「時代の華―輪」

も建築・都市・美術・工芸など幅広い分野の会員の皆様から

貴重な原稿をお寄せいただき、今や会報の大きな柱となって

います。これからも会員の皆様のご活躍、思い出などのご寄

稿をお待ちしております。            、

設立 30周年記念事業もこの秋佳境に入り、数多くの事業

の開催が予定されています。会員の皆様には記念事業に是非

ご参加いただき、大いに盛り上げていただきたいと思います。

そして主要事業である30周年特別設立記念会が 12月 12日

に建築会館大ホールで開催されますので多くの方々のご参加

をお待ちしております。

個
人
会
員

《会員の異動》

法
人
会
員

スターツC A Mlal 担当者変更
営業本部営業推進室室長 赤坂武宣
(前任 福丸敦之)

明治安田生命保険
相互会社

担当者変更
不動産部不動産管理グループマネージャー

小崎泰史 (前任 秋元俊―)

大和リースlal 担当者変更
東京本店規格建築第一営業所営業一課

高田勝広 (前任 角一吉昭)

閉NTTフ ァシリ
ティーズ

担当者変更

エンジエアリング&コ ンストラクション事業

本部事業企画部 三浦伸明
(前任 関口 明)

llll野 口硝子 担当者変更
取締役社長 野口美枝子
(前任 可児友紀)

lalク マヒラ 担当者変更
企画本部企画部製品企画室 安部功嗣
(前任 牛込清隆)

閉乃村工藝社 担当者変更
開発本部開発第2事業部 開発1部
植田純人 (前任 兼平 慎)

閉タウンアート 住所変更
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本間利雄 氏

会 員 9月 19日逝去 1931年生 享年87歳 本間利雄建築設計事務所 代表取締役 1988年入会
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